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博士論文要旨
背景
　自動車事故の多くはドライバーの運転行動の結果で発生
する．これまでドライバーの運転行動は運転中の基本的な
要素のフィードバックループによって説明されることが多
かったが，例えば適切に休憩を取っているかどうかや，安
全に運転する気があるかどうかなど，運転中以外の要素も
影響していると考えられる．そこで本研究では図１のよう
な運転行動モデルを提案する．ドライバーの運転行動には
様々な要素が影響しており，どの要素に問題を抱えている
のかはドライバーによって異なる．効果的に運転行動を改
善させるためには，全てのドライバーに一律の教育を行う
のではなく，各ドライバーがどの要素に問題を抱えている
のかを明らかにした上で，その要素を改善させるようなア
プローチをする必要がある．例えば操作技術は十分持って
いるけれども安全態度が不適切なドライバーに対して操作
技術に関する教育をしても事故リスクは下がらない．本研
究では図１に示すモデルの構成要素のうち「ハザード知覚」
「常態行動の自己評価」「休憩と心身状態」「安全態度」の４
つの要素に着目し，各要素の改善に向けた検討を行う．
研究１（事故映像とハザード知覚訓練）
　目的　ハザードとは事故可能性と結びつく交通対象や事
象および道路環境条件を意味しており，ドライバーは状況
内のハザードをいち早くかつ適切に認識することが求めら
れる（小川, 1993）．本研究では筆者らが開発したハザード
知覚訓練ツールの訓練効果を実路実験により検証する．
　方法　訓練ツールはドライブレコーダで記録された事故
映像をタブレット端末と専用ソフトウエアを用いて提示す
るものである．訓練に用いた事故映像は一時停止交差点進
入時に左死角から来た自転車に衝突する場面で，４場面を
３回繰り返した．訓練では映像を衝突対象がわかる直前で
停止し（７秒間），普段運転中に見るところにタッチするよ
う求めた．続きの映像で衝突シーンが流れ，映像終了後に
衝突対象にタッチできたかがフィードバックされた．訓練
の前後で見通しの悪い交差点を含む実験コースを走行し，
訓練後に交差点左折時の行動が改善したか検討した．いず
れの交差点でも非優先道路から優先道路に左折進入するよ
う求めた．実験参加者は大学生および大学院生13名とした．
　結果と考察　訓練後は訓練前に比べて交差点の通過時間
が増加し（t（12）=2.34, p<.05），一時停止率が上昇し（t
（12）=2.99, p<.05），歩道の延長エリア進入時の左確認率
が上昇し（t（12）=4.93, p<.001），左右の確認回数が増加
し（F（1, 12）=32.14, p<.001, F（1, 12）=5.50, p<.05），
左右の合計確認時間が増加した（F（1, 12）=11.77, p<.01, 
F（1, 12）=7.80, p<.05）．この訓練ツールは既存のツール
が抱えるコストや刺激の飽きの問題を解決しており，アマ
チュアドライバーからプロドライバーまで取り入れやすい
ツールとして提案できる．
研究２（一時停止行動と自己評価バイアス）
　目的　安全運転のためには適切な自己評価が重要である．
ここでいう自己評価は，スキッド走行や急な飛び出しへの
対処など通常から逸脱した状況を切り抜けられるかどうか
に関する自己評価（対処能力の自己評価）と，通常の状況
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で自分が適切な運転をできているかどうかに関する自己評
価（常態行動の自己評価）にわけられる．本研究では後者
の自己評価を対象とし，ドライバーがどの程度適切に普段
の一時停止行動を自己評価できているのか明らかにする．
　方法　ドライバーが一時停止交差点を左折する様子を予
めビデオカメラで撮影し，誰が運転しているかわからない
ようにモザイク処理を施した映像を本人に提示し，一時停
止行動を評価するよう求めた．併せて，普段の自分の一時
停止行動をイメージして評価してもらい，両者の評価の差
違を検討した．評価には左端部が安全，右端部が危険を示
すヴィジュアルアナログスケールを用いた．実験参加者は
タクシードライバー16名とし，教示を理解していなかった
と考えられる１名を除いた15名のデータを分析対象とした．
　結果と考察　実験参加者は普段の自分の一時停止行動よ
り映像の一時停止行動を危険側に評価した．いずれの実験
参加者も自分の映像であると気付いた様子はなく，自分の
一時停止行動を酷評していた．
　評価対象の開示による行動の改善　映像において停止線
で停止していなかった12名を対象に，評価対象が自分の一
時停止行動であったことを開示し，開示前後で一時停止率
が改善するかどうかを検討した．その結果，開示後は一時停
止率が上昇した（t（11）＝2.56, p<.05）．ドライバーに自分
ではできていると思っている運転行動を実際にはできてい
ないことを認識させ，常態行動の自己評価が適切に行われ
るようになれば，運転行動は改善されることが示唆された．
研究３（休憩の取り方と事故率）
　目的　休憩の取り方を検討する場合，一般ドライバーは
運転目的や運転時間のばらつきが大きく統制が困難である．
そこで，運転目的と運転時間のばらつきが小さいタクシー
ドライバーを対象とし，事故ドライバー21名と無事故ドラ
イバー23名の乗務中の休憩の取り方の差異を検討する．
　方法　５分以上の停車を休憩として扱い，各ドライバー
の一乗務あたりの休憩回数，合計休憩時間，最大連続走行
時間，休憩重複度（いつも同じ時刻に同じ長さの休憩を取っ
ているか）の４指標を求めた．休憩重複度の算出には類似
比（岩坪・星, 1974）を用いた．分析には運行記録計のデー
タを用いた．
　結果と考察　４指標について両群でt検定を行った結果，
休憩重複度に有意差があり，無事故ドライバーの方が事故
ドライバーより休憩が重複していた（t（38.88）=3.05, 
p<.01）．いつも同じ時刻に同じ長さの休憩を取ることで，
休憩量を増やさなくても安全に運転できる可能性を示した．
研究４（同乗評価者の有無と安全態度）
　目的　同乗者に評価されている時（同乗運転時）にでき
ている運転行動を１人で運転している時（日常運転時）に
実行していない場合，それは技能が不十分なわけではなく
主に不適切な安全態度の表出であると考えられる．この仮
定のもと，ドライブレコーダ（DR）で記録された映像を用
いて，教習所検定員が助手席に同乗している時の運転行動
と業務中に１人で運転している時の運転行動に対する評価
の差違を検討する．
　方法　評価者は教習所検定員９名，被評価者はタクシー
ドライバー９名とした．同乗運転時のDR映像は，検定員が
助手席に同乗している時にドライバーが運転している様子
をDRで記録した．検定員にはコースの指示と運転行動の
評価を行うよう教示し，ドライバーには教習車で普段通り
走行するよう教示した．１人あたり約20分走行した．日常
運転時のDR映像は，タクシードライバーの通常業務中の
空車時に運転している様子をDRで記録した．１業務分の
映像から発車，単路走行，信号有り右左折，一時停止交差
点通過などの場面を含んだ約20分の映像を抜粋した．本研
究に用いたDRは全て同じ機種で，２つの広角カメラで前
方と車内を記録した．DR映像はパーソナルコンピュータ
と専用ソフトウエアを用いて再生した．同乗運転時と日常
運転時とも同じ検定員が同じドライバーを評価した．評価
には協力教習所の運転チェックシートを用い，運転全般に
関する「信号に対する判断は適切か」や「右左折時の速度
は適切か」などの13項目について「良好」または「改善が
必要な点あり」の２件法で評価を求めた．なお，DR映像だ
けでは助手席に同乗した時と同様に運転行動を評価できな
い可能性があるため，評価項目は事前に行った実験でDR
映像だけで評価できると明らかになった項目を用いた．
　結果と考察　同乗運転時と日常運転時の評価の差違をド
ライバー別に見ると，ドライバーによって大きな開きが
あった．顕著な例では，ドライバー２名は同乗運転時も日
常運転時も全評価項目が「良好」で一致しており，技能も
安全態度も好ましい模範的なドライバーであった．一方で，
ドライバー１名は，ほとんどの評価項目が同乗運転時は「良
好」であったにも関わらず，日常運転時は「改善が必要な
点あり」であった．このように評価者が同乗している時に
は模範的な運転行動をするドライバーであっても，そのド
ライバーの安全態度によっては日常の運転場面では適切な
運転行動をしない場合があると明らかになった．
まとめ
　本研究では，これまでシンプルなフィードバックループ
で説明されることが多かったドライバーの運転行動につい
て，運転中以外の要素も付け加えたオリジナルモデルを提
案した．そして，モデルの構成要素のうち「ハザード知覚」
「常態行動の自己評価」「休憩と心身状態」「安全態度」に着
目し，ハザード知覚能力の改善方法，常態行動の自己評価
の改善方法，適切な休憩の取り方，安全態度の検討方法を
提案できた．特に，休憩や安全態度については実証的な研
究はあまり行われてこなかったが，本研究では具体的な改
善方法や検討方法を新たに提案できた．今後はこれらの知
見を生かして問題のあるドライバーの問題のある要素を改
善する取り組みが必要である．
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